
 

令和５年５月３１日  

子 ど も ・ 若 者 部  

保 育 課 

保育の質向上担当副参事 

 

区立保育園の特別指導検査に係る改善状況の報告及び 

検証委員会の設置について 

 

１ 主旨 

  令和５年２月に区立保育園に対する特別指導検査※を受け、組織体制等の課

題や事例検証を実施するとともに、区立保育園の運営主体として再発防止策

を講じるよう文書指摘を受けた。本指摘を受け、改善状況報告書を提出すると

ともに、事例検証と今後の再発防止を図るため、児童福祉審議会保育部会に検

証委員会を立ち上げたので報告する。 

※特別指導検査とは、児童福祉法及び子ども・子育て支援法に基づき実施する検査で

あり、施設の基準が満たされているか等を確認するため定期的に実施する一般指導

検査とは別に、運営等に重大な課題を有する施設に対し必要に応じて随時実施する

検査である。 

 

２ 本件事案の背景や経緯 

  別紙、「本件事案の背景や経緯」のとおり。 

 

３ 特別指導検査での指摘事項と改善状況報告事項の概要 

指摘事項の概要 改善報告事項の概要 
１）当該保育士

は、過去にも

他の区立園で

同様のわいせ

つ行為の嫌疑

があったが、

当該嫌疑につ

いて、現在の

園に配属され

た際の引継ぎ

が不足してい

た。 

【園での改善事項】 
令和２年度当時、園長の引継ぎ書類に職員に関する記

載項目はあるが、記入は個人に任され口頭の引継ぎもあ

った。令和３年度末の「園長の手引き」改定後は詳細を

記載した書面での引継ぎとしている。今後、重要な事案

は、関連記録等も併せ詳細に引き継ぐ。 
【保育課の改善事項】 
園長の異動時は、次の基準に則り必ず引継ぎを行うこ

ととし、令和５年５月の臨時園長会で再周知する。 
ⅰ 保育課へ苦情が寄せられた件 
ⅱ 保護者からの苦情 
ⅲ 区民の声に寄せられた案件 
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ⅳ 保育に関し指導しても繰り返す職員 
ⅴ その他 園長が必要と判断したもの 
ⅰ～ⅴについて、職員に関しては行動記録を作成する。

その他は「園長の手引き」に記載の様式を使用する。 
２）当該保育士

の配属当初

は、職員の動

きに死角を作

らない体制が

とられていた

が、園長の交

代後は、その

対応が緩和さ

れている。 
３）園長個人の

判断や言動に

依拠するとこ

ろが大きく、

組織的な対応

となっていな

い。 

【園での改善事項】 
保育体制の中で死角ができない環境設定や人員配置を

徹底し、職員間の声の掛け合いを密にする。 
令和４年度末に今回の事案の詳細を職員間で共有し、

改めて時系列で場面ごとに捉え、子どもへの対応や人権

の意識付けを行った。今後も園内研修や保育の振り返り

の場を活用し、定期的な話し合いを実行する。また、死

角をなくす環境は常に意識し継続している。 
【保育課の改善事項】 
園からの情報収集・情報集約について、保育課は以下

の対応を行う。 
ⅰ 保育サポート訪問や園長ヒアリングでの聞き取り内

容について、職員対応等、必要な情報は新たに区立保

育園情報共有会を設け、共有する。 
ⅱ 園長からの報告・連絡・相談を、課内で随時情報共

有する。 
ⅲ 必要に応じ、ケース会議を設け対応を協議する。 
ⅳ 特に子どもへのわいせつな行為については、嫌疑が

上がった時点で現場から外すとともに、警察に相談す

る。 
ⅴ 園長間の引継ぎにおいて、子どもへの虐待の嫌疑に

ついては引継ぎを徹底するとともに、保育課でも状況

を把握し、園に対して適切に支援する。 
ⅵ 保育事故防止カメラの設置、死角をなくすなど保育

環境を整備する。 
ⅶ 保護者等から被害の情報があった際には、園から警

察に相談するとともに、保護者等に当日または翌日に

衣類等のＤＮＡ鑑定を実施してもらえることを園から

保護者等へ伝える。 
 

４ 検証委員会の設置 

  特別指導検査の結果を受け、事例検証と再発防止に向け、児童福祉審議会保
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育部会に検証委員会を設置する。 

 （１）目的 

   ①事例の検証 

    当該園では、当該保育士の行動について、過去の勤務園でも同様の嫌疑

があったものの、その内容に対する引継ぎが十分なされていなかった。そ

れらの事実を確認するとともに、行為の兆候の把握に資する方策の検討

や施設の環境等に対する組織としての対応について、課題を検証する。 

   ②再発防止策の検討 

    区立保育園の運営主体として、保育課の組織的な対応や園への指導の

強化を含めた再発防止策を検討する。 

 （２）委員の構成 

    児童福祉審議会保育部会委員のうち、保育の専門的知見を有する委員

２名と、組織的課題の専門知見を有する外部委員１名の計３名の委員で

構成する。 

氏名 所属 
天野 珠路 鶴見大学短期大学部教授 
宮崎 豊 玉川大学教授 
井上 眞理子 洗足こども短期大学教授（外部委員） 

（３）各回の検討内容（想定） 

回数、時期 想定の議題 
第１回（５月） ・わいせつな行為を行う者の特性等の共有 

・特別指導検査の指摘事項の共有 
・園の課題を踏まえた検証 

第２回（６月） ・園の課題を踏まえた検証（第１回会議の続き） 
・区内施設での再発防止策の検討 

第３回（７月） ・区内施設での再発防止策の検討（第２回会議の

続き） 
・報告書案の検討 

第４回（８月） ・議論の総括 
・報告書の取りまとめ 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

  令和５年５月下旬 第１回検討会 

        ～  月１回程度検討会の実施（全４回を想定） 

      ８月   報告書取りまとめ 

      ９月   子ども・若者施策推進特別委員会へ報告 

3



 

別紙 

本件事案の背景や経緯 

 

１ 本件事案の概要 

  令和４年１１月、区立保育園に勤務していた保育士が、園児に対しわいせつ

な行為を働いたという通報が外部からあった。当該保育士は、過去に２回同様

の嫌疑があり、当該保育士がお子さんに一人で対応することがないよう配慮

を行っている職員であった。本件を受け、保育課では当該保育士を現場から外

すとともに、関係者に対するヒアリング調査等を実施したが、確証を得ること

ができなかった。 

その後、捜査機関による捜査の結果、令和５年２月にわいせつ嫌疑で逮捕さ

れ起訴されるという事案が発生し、同月、特別指導検査を受けた。 

 

２ 嫌疑の経過 

 特別指導検査により、以下の事実が明らかとなった。 

（１）１回目の嫌疑について（Ａ保育園） 

当該保育士が区立Ａ保育園に勤務していた平成２８年に、お子さんに対

するわいせつ行為の訴えが外部からあった。当該保育士や周囲の職員への

聞き取り等を実施したものの、本人が否定し、他の職員からの聞き取りでも

見聞きしたという証言もなく、当該保育士を擁護する意見が多数であった。

本嫌疑についての確証がないことから、引き続き保育園での勤務を継続さ

せることとした。しかし、Ａ保育園の園長であったＣ園長は、午睡当番や着

替え、トイレの介助等は、当該保育士が一人でお子さんに対応することがな

いような体制とした。その件は、後任のＤ園長にも引き継がれた。 

（２）２回目の嫌疑について（Ａ保育園） 

１回目の嫌疑を受け、当該保育士が一人でお子さんに対応することがな

い体制は継続されていたが、Ｄ園長は当該保育士の勤務態度等から、嫌疑の

翌年の途中からこの対応を緩めることとした。通常の体制に戻ってから２

年後の平成３１年度に２回目のお子さんに対するわいせつ行為の訴えが外

部からあった。同じく、当該保育士や周囲の職員への聞き取り等を実施した

ものの、１回目と同様、確証は得られなかった。嫌疑を受け、当該保育士へ

の指導を徹底するとともに、午睡当番には入らないことや一人でお子さん

への対応をさせないこととした。 

（３）３回目の嫌疑について（Ｂ保育園） 

   当該保育士は、人事異動により今回事件のあった区立Ｂ保育園へ異動と

なった。異動時のＢ保育園の園長は、１回目の嫌疑の際の園長であったＣ園
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長だった。Ｃ園長は当該保育士からＡ保育園での２回目の嫌疑は聞かされ

ていたが、異動元のＤ園長からは正式に２回目の嫌疑の引継ぎを受けてい

ない。令和３年度にＢ保育園では、園長交代によりＣ園長からＥ園長となっ

た。Ｅ園長へは、当該保育士の１回目の嫌疑の内容は引き継がれたが、２回

目の嫌疑の引継ぎはなく、当該保育士からの報告もなかった。午睡時に一人

で対応しないという体制は引き継がれ、複数での対応としていたが、死角を

利用した形でお子さんに対するわいせつ行為の訴えが外部からあった。当

該保育士や周囲の職員への聞き取り等を実施したものの、確証は得られず、

過去２件の事案と同様、保育士を擁護する意見が職員や保護者からもあが

った。嫌疑を受け、当該保育士を保育現場から外すとともに、園内を再点検

し死角をなくす対応を行った。 

 

当該保育士の勤務園での出来事と園長の対応等まとめ 

時期 場所 園長 対応等 

平成２８年 Ａ保育園 Ｃ園長 ・１回目の嫌疑。確証なしのため、勤務を継続。 

・午睡、着替え、トイレ等の介助を一人で行わ

ない。 

平成３１年 Ｄ園長 ・Ｃ園長より、１回目の嫌疑の引継ぎあり。 

・勤務態度等から、一人で対応しないことを緩

和。 

・２回目の嫌疑。確証なし。 

令和 ２年 Ｂ保育園 Ｃ園長 ・当該保育士がＢ保育園へ異動。 

・２回目の嫌疑は、当該保育士からＣ園長へ報

告した。 

・２回目の嫌疑に関するＤ園長からＣ園長へ

の引継ぎはなかった。（当該保育士から直接

報告するよう指導した） 

令和 ３年 Ｅ園長 ・Ｃ園長から１回目の嫌疑の引継ぎあり。 

・Ｃ園長から２回目の嫌疑については、引継ぎ

がなかった。 

・午睡の対応等は引き継がれた。 

令和 ４年 ・午睡の対応は複数だったが、死角が生じてい

た。 

・今回の逮捕にかかる３回目の嫌疑の発生。 
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５世保育第１３９号 

令和５年４月２７日 

世田谷区 子ども・若者部長  あて 

設置者又は事業者 

住所 世田谷区世田谷4－21－27 

氏名 世田谷区長 

      保坂 展人  ㊞ 

電話 ０３（５４３２）１１１１ 

 

 

改善状況報告について 

 

 

令和５年３月３０日付 ４世保認調第１７２４号 により通知のあった特別指導検

査（実地検査）の結果について、別紙のとおり改善状況を報告します。 

 

 

１ 報告書 

   ア 改善状況報告書（別紙様式） 

   イ 添付資料 

・「園長の手引き」 

・死角撤去現場写真 

・保育園事故防止カメラ導入情報化適用申請資料 
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改善状況報告書 

 

施設・事業所名：          

所在地：            

設置者・事業者： 世田谷区子ども・若者部保育課 

 

（改善状況報告書に記載する事項） 

検査事項及び 

改善を要する事項 
改善状況 改善の時期 

改善状況として 

報告する事項 
改善を要する事項の

全文を転記（根拠法令

等の記載は不要） 

①改善を要する状況に至った理由（原因） 

②検査結果に対する対策（改善策、再発防止策） 

 ※②は①に対応するものであること 

③改善状況（現況） 

④改善に至った時期（右欄に記入すること） 

⑤改善状況を確認できる書類を添付 

 

 

（改善状況） 

検査事項及び 

改善を要する事項

（文書指摘事項） 

改善状況 改善の時期 

利用者の人権の

擁護、虐待の防止等

のため、必要な体制

を整備すること。 

認可保育所は、児

童の人権に十分配

慮するとともに、一

人ひとりの人格を

尊重して、その運営

を行わなければな

らない。 

貴園においては、

保育の中で児童に

わいせつな行為を

行ったとの容疑で

逮捕者が出ている。

当該容疑者の事実

関係については、今

後の司法の判断に

よるところではあ

るが、今回の事案の

背景として、次の体

制上の問題を確認

した。 

１）当該保育士は、

過去にも他の区立

１．当該園の改善状況 

①１）当該保育士には平成２８年、３１年に２回

の嫌疑があったが、関係園長からの当該園長へ

の引継ぎが不十分だったことで、平成２８年の

１回分の情報しか引継ぎされておらず、わいせ

つ行為に対する認識が甘くなってしまってい

た。そのため、高い危機管理意識の下での行動

がとれなかった。 

①２）３）令和２年度・３年度の３歳児クラス・

２歳児クラス担任時は複数職員で午睡に対応

し、死角のない環境であった。引継ぎの不足に

より令和４年度は５歳児クラスの担任となり、

一人で午睡に入ることが生じるとともに、死角

のある環境が存在していた。また、個々の職員

が感じる違和感や気づきなどを声に出しやす

い組織運営ができていなかった。 

②③１）令和２年度当時、園長の引継ぎ書類に職

員に関する記載項目はあるがどこまで詳細に

記入するかは個人に任されており口頭での引

継ぎとなる部分もあった。令和３年度末の「園

長の手引き」改定後は詳細を記載した書面での

引継ぎとしている。今後は、重要な事案があっ

た際には、それに関する記録等も併せて詳細に

引き継ぐこととする。 

②③２）３）保育体制の中で死角ができないよう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④１）「園長

の手引き」令

和３年度末

改定。さらに

令和５年５

月に再改定

を行い、５月

２３日に臨

時園長会を

開催し周知
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保育園で同様のわ

いせつ行為の嫌疑

が上がっていたが、

当該嫌疑について、

貴施設に配属され

た際の引継ぎが不

足していた。 

２）当該保育士が貴

施設に配属になっ

た当初は、職員の動

きに死角を作らな

い体制がとられて

いたが、園長の交代

後では、その対応が

緩和されている。

３）新型コロナウイ

ルス感染症への対

応により十分な体

制が取れなかった

ことを考慮しても、

園長個人の判断や

言動に依拠すると

ころが大きく、組織

的な対応となって

いない。 

保育に関わる職

員は、常に危機管理

意識を持って日々

の保育活動を点検

し、園長のリーダー

シップのもと、組織

的に取り組むこと

が必要である。さら

には、世田谷区では

「保育安全の日」を

定め、事故防止と安

全管理を徹底する

立場であるととも

に、世田谷区におけ

る保育の実施責任

を負う立場でもあ

る。 

ついては、 

児童一人ひとりの

人格を尊重し、児童

が権利の主体とな

る保育を行うため、

な環境設定や人員配置を徹底すると共に、職員

間の声の掛け合いを密にしていく。 

令和４年度末に今回の事案の詳しい状況を職

員間で共有し、改めて時系列で場面ごとに捉

え、子どもへの対応や人権について意識付けを

行った。今後も園内研修や保育の振り返りの場

を活用し、定期的な話し合いを実行していくこ

とを確認した。また、死角をなくす環境は常に

意識し継続している。 

 

２．保育課の改善状況 

①１）保育課は引継ぎに関して園に任せきりであ

った。 

①２）３）わいせつ行為という重大事案に対して

確証が持てなかったことから、直ちに初動に入

ったものの行為の有無のみの聞き取りにとど

まり、課としての危機管理意識不足を招く結果

となった。 

②③１）園長が異動する際には、次の基準に則り

引き継ぎ書を作成し、必ず引継ぎを行うことと

し、保育課に報告する。また、課題のある職員

が異動する際、行動記録を異動先園長に引継ぐ

こととする。この内容は令和５年５月の臨時園

長会で再周知する。 

ⅰ保育課へ苦情が寄せられた件 

ⅱ保護者からの苦情 

ⅲ区民の声に寄せられた案件 

ⅳ保育に関して指導しても繰り返してしまう職

員 

ⅴその他 園長が必要と判断したもの 

ⅰ～ⅴについて、職員に関しては行動記録を作成

する。その他は「園長の手引き」に記載の様式を

使用する。 

②③２）３）園からの情報収集・情報集約につい

て、保育課は以下の対応を行う。 

ⅰ保育サポート訪問や園長ヒアリングでの聞き

取り内容について、職員対応等、必要な情報は新

たに区立保育園情報共有会を設け、共有する。 

ⅱ園長からの報告・連絡・相談を、保育課内で随

時情報共有する。 

ⅲ保育課で必要に応じ、ケース会議を設け対応に

予定。 

④２）３）５

歳児室の死

角は、２月１

６日の緊急

保護者会後

直ちに撤去

した。 

④２）３）令

和４年度末

園職員で振

り返り。 

 

④１）令和５

年５月２３

日臨時園長

会開催予定。 

④２）３）令

和５年２月

１６日の緊

急保護者会

後直ちに死

角を撤去す

るよう園に

指示。 

 

④２）３）令

和５年４月

保育課の組

織改正によ

り、保育の質

向上担当副

参事を新た

に２名配置

し、園支援の

取り組み強

化を継続。 

④２）３）保

育事故防止

カメラ導入

について情

報化適用申

請「適」判定

済。当該保育

園は令和５

年７月運用

開始予定。令
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日常的に行ってい

る保育を振り返り、

今後このような事

案が再び起きない

よう、過去の同事案

を含めて検証を行

い、園及び法人たる

区における再発防

止策を早急に講じ

ること。なお、検証

を行う間において

も、保育所は、児童

を日々保護者のも

とから通わせ保育

を行う施設である

ことから、保育の実

施状況の確認を怠

ることがないよう

留意すること。 

ついて協議する。 

ⅳ特に子どもへのわいせつな行為については、嫌

疑が上がった時点で現場から外すとともに、警察

に相談する。 

②③３） 

ⅰ園長間の引継ぎにおいて、子どもへの虐待の嫌

疑については引継ぎを徹底するとともに、保育課

でも状況を把握し、園に対して適切に支援する。 

ⅱ保育事故防止カメラの設置、死角をなくすなど

保育環境の整備を実施する。 

ⅲ保護者等から被害の情報があった際には、保育

園から警察に相談するとともに、保護者等に当日

中、または翌日に衣類等のＤＮＡ鑑定を実施して

もらえることを保育園から伝えることとした。 

 

３．特別指導検査を受けての検証 

嫌疑のある保育士を把握していたにも関わらず

犯行を未然に防ぐことができなかったことを重

く受け止め、未然防止策の検証について、有識者

を交えて実施する。また、再発防止に向け、保育

課や園長の組織的な対応を重点的に検証する。 

和５年度中

に区立保育

園全園で運

用開始予定。 

④３）ⅰ令和

５年５月２

３日臨時園

長会開催予

定。 

④３）ⅱⅲ令

和５年１月

園長会で周

知済み。 

 

④検証委員

会を令和５

年５月２６

日に開催予

定。 

（記載上の注意） 

・検査事項及び改善を要する事項欄には、検査結果通知書の「改善を要する事項」の全

文を転記すること（根拠法令等の記載は不要）。 

・改善状況欄には、改善の状況及び方策を具体的に記載すること。 

・改善の時期欄には、「○月○日以降改善済み」、「○月○日までに改善する予定」等、

具体的に記載すること。 
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